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ご使用の前にこの取扱説明書を必ず�
お読みください。�
お読みになった後は保証書と共に大切に�
保管してください。�
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このたびはヤマハYST-MSW10スーパーウーファシステムをお買い求めいただきまして、誠にありがとうございます。
ヤマハアクティブサーボテクノロジーによるすぐれたサウンドを存分にお楽しみください。

ご使用上の注意

ご使用になる前に、下記の注意事項を必ずお読みください。

• 接続をする場合は、必ず電源プラグをコンセントから外した状
態で行ってください。

• 長期間ご使用にならない場合は、電源プラグをコンセントから
外してください。

• 本機はアンプを内蔵しており、背面に放熱板が設けてあります。
設置の際、放熱効果を妨げないよう壁より少し離して設置して
ください。

• キャビネットをあけたり、分解しないでください。故障の原因に
なります。修理が必要な場合は、お買い上げ店にご相談くださ
い。

• 本機を湿気の多い所、ほこりの多い所、直射日光の当たる所、温
度の高い所、極端に温度の低い所には置かないでください。平ら
で安定した場所に設置してください。

• コントロールのつまみ類に無理な力を加えたり、キャビネット
に重い物をのせないでください。

• キャビネットは柔らかい布でからぶきするようにし、シンナー、
ベンジン等を使用しないでください。

• テストディスクや電子楽器の信号、極端に歪んだ信号を大きな
音で鳴らさないでください。スピーカーの破損の原因となりま
す。

• 本機は防磁設計となっていますがコンピューターのモニターや
テレビの近くに設置すると、画像が歪むことがあります。そのよ
うな場合は、離してご使用ください。

• 本機にはポート（正面左下の穴）が設けてあります。ポートには
絶対に指や物を入れないでください。また移動する際、ポートに
手を掛けないでください。故障の原因になります。

• フロッピーディスクやカセットテープなどの磁気媒体を近くに
置かないでください。データが破損することがあります。

• 故障と思われるときはすぐに電源プラグをコンセントから抜い
てください。

接続

本機の接続については、2～3ページの接続例をご覧ください。

リアパネル
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① LINE 1 IN：付属の3.5 mmステレオミニプラグケーブルを使っ
て、本機へ信号を入力します。

② LINE 1 OUT：付属の3.5 mmステレオミニプラグケーブルを使っ
て、本機の入力信号をそのまま他の機器へ出力します。

③ LINE 2：本機とアンプのスピーカー出力端子を接続します。
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各部の名称と機能

フロントパネル

④ POWERスイッチ／インジケータ：POWER
スイッチを押すと、電源が入り、インジケー
タが点灯します。スイッチをもう一度押す
と、電源が切れます。

⑤ HIGH CUTボタン：カットする周波数を選
びます。好みに合わせてLOWかHIGHを選
びます。

⑥ VOLUMEコントロール：音量を調整しま
す。右に回すと大きくなり、左に回すと小さ
くなります。

オートパワー・オン／オフ機能
電源を入れた状態で、入力信号が5～10分なにもない場合には自
動的に電源がオフになります。再び信号が入力されると電源は
自動的にオンになります。この機能はPOWERスイッチが押し込
まれている状態のときのみ働きます。

注意: 入力される信号のレベルが低いとき、自動的にこの機能
が働き、電源がオフになることがあります。このような場合は
ソース機器の出力レベルを上げ、YST-MSW10のVOLUMEを再
調節してください。

接続例

各機器の電源を切ってから接続してください。
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仕様

タイプ アクティブサーボテクノロジー方式

出力 25 W/4Ω (100 Hz, 10% T.H.D.）

ハイカットフィルター Low, High

最大音圧 98 dB

容量 8.0 l

周波数特性 35Hz～250 Hz

スピーカーユニット 16 cmコーンタイプ、防磁型

定格電源電圧 AC 100 V, 50/60 Hz

定格消費電力 25 W

寸法（幅×高さ×奥行き） 280×200×259 mm

重量 5.5 kg
付属品 3.5 mmステレオミニプラグケーブル 1本

ピンプラグ－ミニプラグケーブル 1本
スピーカー接続用ケーブル 1本

＊仕様は予告なく変更することがあります。
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保証とアフターサービス

●保証期間は、お買い上げの日から1年です。
●故障のときはすぐに使用を中止して、電源コードを抜き、お買い上げの販売店
に修理をお申しつけください。
その際、本体を販売店へお持ちください。

●ご転居、ご贈答品などで、お買い上げの販売店に修理を依頼できないときは、弊
社電気音響製品サービス拠点にご相談ください。

●修理、アフターサービスについてご不明の点がありましたら、お買い上げの販
売店または弊社電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

■ヤマハ電気音響製品サービス拠点
製品の故障に関するご相談窓口および修理受付、修理品お持込窓口

北海道 〒064-0810　札幌市中央区南十条西1-1-50 ヤマハセンター内
Tel（011）512-6108

仙　台 〒984-0015　仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター 3F
Tel（022）236-0249

首都圏 〒211-0025　川崎市中原区木月1184
Tel（044）434-3100

東　京 (お持込修理のみ取扱い）
〒108-8568　東京都港区高輪2-17-11
Tel（03）5488-6625

浜　松 〒435-0048　浜松市上西町911 ヤマハ（株）宮竹工場内
Tel（053）465-6711

名古屋 〒454-0058　名古屋市中川区玉川町2-1-2 ヤマハ（株）名古屋流通センター3F
Tel（052）652-2230

大　阪 〒565-0803　吹田市新芦屋下1-16 ヤマハ（株）千里丘センター内
Tel（06）877-5262

四　国 〒760-0029　高松市丸亀町8-7 ヤマハミュージック神戸 高松店内
Tel（0878）22-3045

広　島 〒731-0113　広島市安佐南区西原6-14-14
Tel（082）874-3787

九　州 〒812-8508　福岡市博多区博多駅前2-11-4
Tel（092）472-2134

〒430-8650　浜松市中沢町10-1
AV機器事業部
　営業部 Tel（053）460-3451
　品質保証室 Tel（053）460-3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

お客様ご相談センター
（ヤマハAV製品に対するお問合せ窓口）

TEL (03) 5488-5500
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